
一6

青ヶ島の鳥の

化石

六年前の12月7目の夜私は次のような手紙をI先生

に書いでいた.少年じみた興奮を覚えていたのは先

生へお便りを差上げるということだけでほたくその内

容力茎鳥の化石の出現に関したことだったからである.

(前略)鳥島に地震が起こって以来この島もしばら

くは不安に襲われていましたがこれといって変わ

ったこともなく現在では落着いております.鳥

島には世界の保護鳥アホウドリが数十羽いるそう

ですが強い地震ぽさぞ驚いていることでございま

しょう.昨日この島のヘリポｰト工事現場から

大きな鳥の化石が現われたという連絡を受けました.

小林亥一

ナっ飛んで参りました.地表から約1メｰトル下

のもろい岩の層に口はしの長さ15センチほどの鳥

の頭部が鋳型のように付き赤錆色を見せていまし

た.その形や大きさからアホウドリのように思わ

れます.もしそうだったとしますと天明期の大

爆発までは青ケ島にもアホウトリカ糠んでいたこと

になりそうです.昨年夏八丈島の漁師から闘いた

話によりますとアホウドリは白色大型の愛らしい

鳥で雌雄非常に伸がいいそうです.その漁師は

昭和14年に鳥島に上陸しましたが彼も撲殺の方法

で｢バカドリ｣(島ではこの呼び方が多い､無論

アホウドリのこと)を手に入れようとしてすぐ側

まで近づいてはみたものの余り睦まじそうにしてい
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るので気恥しいよう杜気分になり逃げるように引

返したと申Iしておリました.正月が近づき塞した

ので例年のとおり子どもたちの凧糸作りカミ始まり

ました｡きょうあたリもイチビ(フヨウのこと)

の茎を東にして牛に付け島のカルデラ池之沢のヒ

ンギャ(噴気している場所)へ埋めに行ったようで

す.(後略)

王96δ年12月?日夜

1当時青ケ島へ就航する定期便は乃至度でそれも欠航

することもあった(図王写真い213).手紙の目

付からその牢帆2月便は窪引と来島したことか分かる.

来船を明朝に控えてうろたえてもいただろうがI先生

へのお便りは文意整わないばかりか化石そのものの説

明も発掘の状況もさっぱり述べられていない.不得

票頓政文面であった､それ肢かりか軽はずみ汝誤った

臆測改どをしたり顔に書き添えたりしている､私が

いかに噴火の釦識に乏しい門殊漢とは言乏その化宥が

天晩期の噴火によったのではないかと考えたことナらテ千

顔の思いである､当時私は目記を細かに付けていた

が1965年12月6目の記事は鳥の化石出現という珍し

いことカ手あっただけに'かなり浮き浮きした善き振りを

している.

12月6目(月)暑

気温下り風強くなる･八丈島淡く望まれる.午

前9時ごろ写さん(ヘリポｰトで土木工葵に従事し

ている女性)が何やらわめきなからやって来た.

作業現場で大き在鳥の化石か掘り出されたという

(写真遂)｡ヘリ栄一トからわざわざそれを知らせ

に来てくれたのである.おっ取り刀でカメラを抱

えヘリポｰトヘ走る｡貌揚で作業中の村人の謡で

は213目前にも鳥の化石が3つ遠つ出たそうだ

かこの度のような大きいものでは次かった由.

それら小さ賃の化石は砕かれて埋められてしまっ

たものかどこにも見当ら澄い｡頭部約染分と首､

鍵
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の一部とから成る鳥の化石にしばし見入る(写真5).

この化石は首の途中から上の部分を割り振ったもの

らしく下へ続く首の部分は直径4-5センチの太

さの穴にたって左下の方へ向っていた咄穴の中

には首の骨が残っていたがそれに静かに指を触れ

わ1さんぽん

たら和三盆が崩れるよリももろく形を失ってしま

った･骨の色は極く薄い茶を帯びた灰白色.せ

めて指を触れる前に撮影して置けばよかったと後悔

する･首の穴が叩いていた位置は地表から約1

一メｰトル下の割合にもろい岩の層で3重になって

いる一番下の部分だった.午後子どもたちを連れ

て再びヘジボｰ1㌔へ見学に出掛けた｡そのときは

すでに首から下の部分は埋められ地ならしがされ

てあった口数の少ないγさんは折衝きれいに

地だらしされたところを掘り起こしてくれた､彼

は大きな手で砂や着を掻き出すようにして鳥の胴

に当る部分を見苦てくれた也胴体は地表から約50

セン刊切卒らな岩の面にくっきりと鋳型を作っ

ていた｡その鋳型の形は大き次草履に似ていた.

鎖約20センチ縦約40センチ深さ約5センチ.

写真数枚撮影･割り取られた化石(頭部半分と首

の一部写真6)はA君B君の2人が私の家に運

んでくれた山工事現場の人たちの厚意によって

家に持参することにたり心ゆくまで一見入ることがで

きた.6目の夜私は長い時間その鳥の化石と対

していた｡私は用意が足りたかったことを反省し

た.きょうのような場面を撮影するには是芽と

もカラｰフィルムが必要だりたのに五本も涛ち合

わせてい在かったのである｡写真拷料孜ともすべ

て八丈島から取り寄せなけれ凄改らないからおい

それと聞に合わだい｡常に佃本か用意して餐くへ

枚きなのだ.一一湾記抜き書き一一

化1石が掘り出されたヘジポｰトの地(図夏写真夏)

写輿隻三寒港澱澱至

写輿遥ヘリ泰一計の炸薬頚鑑

等糞婁3塞鰹澱繋婁

写翼§くち涼しを霜へ鮒チ免苫鶴の外形麟灘化筏(たがねの崖鰯繕く脅か
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について私たりの見聞を述べて置くこともあながち

無意味ではないと思われる.懸案のヘリポｰト建設は

工965年秋から着手された.島内で急を要する重病人が

出たとき汰どヘリコプタｰの来島を要請したければな

らないからである.

ヘリポｰ･は島の北酉に寄った｢長の平｣の地と決ま

った.との｢長の平｣は島のなまりで｢チョンテエロ｣

と呼ばれている､江戸期には｢穂の平｣と書いていた

ようである.寛政元年(1789)から同九年(1797)まで

の間に書かれたと思われる青ヶ島反別帳に｢臓の平｣

の地名が散見している.幕末以前ははっきりしたいが

この｢臓の平｣(長の平と同じ所と考えて)は青ケ島

御船の船頭役を勤めた佐々木岩松所有の地面であった.

1ヨ≡ら

八丈島から船がやって来た際この｢穂の平｣で法螺貝

を吹き夜間には火をたいて沖の船と合図をしたという

が一種の水先案内と灯台の役割を果たしていたことに

なる｡年にただの1回八丈島と往来する便船は8尋3

尺の小船だったし68キロの海上は危険極まるものであ

った.島の沖合いにさしかかった船から伝わって来る

法螺貝の音をこのチョンテエロで聴いた当時の島人た

ちはどんなに胸をときめかせたことか.船頭役の佐

々木氏が手を入れて地ならしはしただろうがもともと

この地は凹凸の少汝いところだったようだ.このチョ

ンテエ浜は島で最も長いなだりの申聞に在って部落か

らも近く行き易いところに位置している.北側の外輪

1⊥1(東台所の山を中心にして)からほぼ北々酉に向か

って傾斜しているそのなだりはこのチョンテエロとな

りさらにデ平の耕地｣の台地へと延びている･その北

側の絶壁はすさ凌じいぱかりで直下の海面を見るとき

冒くるめく程である.チョンテエロの標高は約200メ

とん

一トノレ.｢平の耕地｣と境をなす小高い垣を｢長の凸

ぷ

部｣というがここからの眺望はすばらしく海面広く

見とおしが利く,音法螺員を吹いたり火をたいたと

ころはこのゼ長の凸部｣だったらしい由ここで世時

鳥が鳴き交わすように沖合いの船と合図しあったこと
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だろう.チ響ンテエ稼の地下約五メｰトルのところに

うつぬきの格好で焼き付けられた大鳥も紳火が吹きか

かる直前までは仲間の鳥と鳴き交わしていたのだったか

も知れ恋い､

前記のI先生へのお便りに天明年間の大爆発までは

青ケ島にその大鳥(アホウドリと考えて)が棲んでいた

ようだなどと書いているが私の推測は全く当っていな

いことが後目はっきり分かった｡青ヶ島の噴火の古記

録をよく読んでみると鳥カミあのように化石と決るよう

だ噴出物はチョンテエロあたりには降ってい枇/から

である.あの化石ができるようた噴火は有史以前に

起こったものに違い改い.これも素人の臆測に過ぎ汰

いが当時の春ケ島はもっと広い面積を有していたこと

だろう.

私が化石の大鳥をアホウドリだと考えたのはほと

んど完全な形で石に残っている下くちばしが図鑑のア

ホウドリに最もよく似ているように思えたし大きさも

ほぼ同じだと判断したまでのことで学問的た根拠は何

ひとつ扱い｡なしろアルバド浜スヘのあこがれみたい

た気分が私にそう思わせたのかも知れない凸

(軍制変奥多燦魏∫あ笠災一1畔校教諭)

専奪奪w〃〃顯〃'〃〃替笹馨“〃〃〃燃ア〃舳尋曇争}〃'〃彬η〃舳由母魯w

青ヶ島は伊豆諸島に/､残する火山､島で東京から南へお

よそ35{泌肌のところにあります(図夏)､島の形は長

円形で北北藺から南南東へのびてお1)長径3.破狐短

径2.5k肌身の北西部に最高点があって海抜遥23.夏mで

す自

こ¢)火山は直径亙.5ないし支.孤脱の小型カルデラを囲

む外輪i⊥1と中央火口丘とから構成されています.図1

や写真王からわかりますように50㎜から200則こ連ナ

る急な崖が海に面しており外輪山を構成する熔岩や火�
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雄鳥それらを賞く岩脈恋とが露出しています岳カル

デラ壁の高さは100孤から300搬でカルデラ底の中央

には比高およそ互｡o跳の串失火1二1豆茄褒え凄たカルデ

ラ底の大準は熔岩におおわれてい塞丈この瞭失火口

提と熔岩とは小林先生が響いておられる天明期(延暦

蝸0隼から互嚇牟婁での閥)の大噴火の産物で衣岩

石薄片の顕微鏡観察や化学分振の績栗から=外輪1王1を構

成するものは大半が玄斌岩(二酸化けい素は重量でおよ

そ5晩)ですかカルデラ底をおおっている天明期の熔

激ま安凶岩(二酸化けい素ば重量でおよそ6晩)と大変

劾照的です｡酋文奮には承庵元年(西暦蛇馳年)と

寛文10牢(1670年)から10年間に噴火カミあったと記録さ

れていますが小規模汝ものであったようで天明期の

噴火の前にはカルデラ底に大池･小池と呼ばれた2つの

池があったことが文書に書かれていますし絵図面とし

ても残されています.天明期の噴火ばここれらを埋めつ

くしてしまうような大噴火で島民にまつわる多くの悲

劇が残されていますがここではそれには触れません･

さて問題の鳥の化石(正確にいいますと外形雌型)は

発見された場所や古文書の記述からみて小林先生も書

いておられますように天明期の噴出物の申から出たの

ではないようです､私は18年前の夏だった夏目だけ

青ヶ島を訪れたことがあります｡帰りの船便を気にし

恋からの調査でしたし鳥の化石の出た長の平には行き

ませんでしたのでその産出層準についてはたにもいえ

ま世ん､ただ小林先生が大切に所蔵しておられる標本

(表紙の写真)を拝見しますと鳥の印象のある岩石は

全体の色調が白かっ色層理のはっきりした凝灰岩で

寸径数脳血に達する黒色でやや多孔質の粒子やそb量は

少ないげれどもかどばっていてちみつな粒子を含んで

います.淘汰がよくあらい葉理では粒子と粒子との

間にすきまが残されています.それなのに外形雌型の

表面はきめが細かく“鳥はだ"局の形口の切れ込

みだとが鮮明に刻みこまれています.くちばしの一部

が白く残っています.残念たことに現在保存されて

いるのは鳥の頭から首にかけての右側3分の1程度で

上のくちばしも欠けています.凝灰岩の層壇に平行た

方からみ塞すと(写真7)頭から首にかけた部分は複

雑に曲っていたようです.また層理面が乱されずまっ

すぐに“鳥"に突き当っています.

ではこの化石は何という種類の鳥なのでしょうか｡

国立科学博物館の小原炭さんや長谷川善和さんの写真を

御覧にたってのお誘では大きさや形態からはア赤ウド

リとしてもよいようだけれど口の切れ込みぐあいたど

はむしろグンカンドリに似ているとのことです｡

一番問題なのはいったいどのような状況のもとで

この鳥だけで恋く数羽以上の鳥が火山灰の中にうずまり

しかも外形雌型が保存されたのでしょうか.羽毛が脱

落したミイラ化した死体があったのでしょうか羽毛は

焼け落ちたけれどもむしやきにたったのでしょうか.

あまり決定的たことはいえそうにありません,いずれ

にしても火山灰が急激に績リしか毛比較的短期間に固

結したければこのような化石としては残らないでしょ

う､地質学上の情報は乏しいのですが大変珍しい例

ではないかと思い紹介いたしました｡読者の方で改

笹このようた化石ができたかについてよい考えをお持

ちの方カミおいでになりましたらお教えください.

(筆者は地質榔)

茜董j大岩の憎j理`こj1三f'f

衣方からみた鳥σ)化

為.燗灘が乱れず

1こ“鳥"1こ突き坐リ

ている幸火i産`こ差ヒ窟:､

(1至眺､淺郎技官推影)�
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地学と切手しかし展示されているのはコ

レクション総数の10パｰセン

ト以下である.

萱榊㌃鱗繊､･一葉一｡廿一､培1

･ザ燃㌶､三･､輩1榊館の活動は研究探険

耀灘灘灘繕滋録繍羨讐11於箏

ユｰスの蒙古探険もここから

議灘灘派遣された現在は年間約

400万人がここに訪れそグ)

欝大部分は青少隼であを一

薮定簿には市内の学校に講師が

行ったり展示が行たわれた

葦貫蝉蟻淫鍾鴛籔慧滋樽灘漢竃｡義幾寧軍雷秘籔､熟怨琶,繍終童滋薄霧灘驚ギりしている一出版物として

'盛蝕鮎鑑蛙泌蝕鮎鮎見岨帥蛆鑑繊鮎"は専門誌のBuuethAnthル

アメり力負然史博物館柵O隼Pog1ca王P泓persAmeriaan

乎.Q.Museu皿Novitate･だと大

1869年に設立されたアメリカ自然史博物館A孤erican衆向け雑誌のNatu･a1HisfOryがある.

Museu醐｡fNatura1旋to工y至00年記念として4枚1

組のジャンボサイズ切手が1969年5月6目に発行された.

アメリカ自然史博物館はニュｰヨｰク市にあって公

共教育と自然史科学の研究を目的としたものでありこ

の種のものとしては世界最大である.それは13の科学

部門一動物生態人類天文昆虫無脊椎化石爬虫

類魚類現棲無脊椎動物哺乳類微古生物鉱物

魚類春雄古生物享一を有し100名以上の研究者が研

究を行たっている.面積は40工一カｰであり58の展

示室と348室の付属施設があるという.展示室で有

名なものとしては鉱物と宝石のMorg舳Ha11ニュ

ｰヨｰク市周辺の自然についてのWarburgMemoria1

Ha11太平洋鳥類のWhitneyMe㎜oria1Ha11アフリカ

11市乳類についてのAkeleyMe㎜orialHa11などがある.

切手はすべて6セント多色刷である.アメリカ禿

鷹インデアンのノ･イダ族のカヌｰアフリカ象灘恐

竜が面かれている.最後の恐竜はこの博物館のではな

く工一ル大学のピｰボディ博物館の壁画である.ピ

ｰボディ(G.P肌BoDY)はアメリカ19世紀末の有名た古

生物学者とくに爬虫類と構乳類の研究で有名だったマ

ｰシュ(O畑NI眺C.M鳩腿)の偵父であり窟豪だった,

彼は後年に自分の資産を社会事業に捧げたがそグ)うち

のひとつがマｰシュのいた工一ル大学に自然史のため

設立したピｰボディ博物館である.この博物館は恐竜

の骨格の収集で有名である.なおマｰシュは米国地

質調査所最初の脊椎動物の古生物学者しとて勤務した.

rI一一'■■…1'1｢公害防止装置･機器便覧｣

:新刊紹介1

≡........…..､≡公害資淋研究所長松本微倹監修

公害防止技術確立の緊要性がさけばれているが本書

は公害資源研究所の所長をはじめ同所の3人の部課

長および東京工業試験所の主任研究官らによって構成さ

れた編集委員会がまとめたもので1.廃水処理装置

2､大気汚染防止装置3､騒音･振動防止装置･測定器

4.公害用分析機器の4部からたっている.全部で150

機種にわたる装置や機器のそれぞれについて原理構

造特長応用の4項目を付し多くの図版とともに要

領よく簡潔明解に解説されているIさらに国内曲国

外のメｰカｰによる技術的なカタログが各部の間にたっ

ぷり(合言1240ぺ一ジ)挿入されており公害関係の主要

製品が一望のもとに掌握できるように配慮されている.

最近公害に関する解説書指導書等は非常に多く出

版されているが分散している装置や機器をこれだけ体

系的に整理し簡潔にまとめたものは見当らたい.公

害関係分野を担当している技術者研究者をはじめ管理

部門の方々のガイドブックとして有用であろう.
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